日本語教育部門 : 日本語教育部門活動報告1日本語相談（2008年4月～2009年3月） by 濱田 美和
日 本語教育部門 活動報告 1 日 本語相 談
(2008年 4 月 --2009年 3 月 )
漬 田 美和
は じめに
日 本語教育部 門 で は， 2003年度か ら 毎週水曜 日 の昼休み の 時間帯 を 利用 し て ， 日 本語教育部 門 の 専
任教員が留学生か ら の 日 本語 に 関す る 相談や質 問 に応 じ る 「 日 本語相談」 を 行 っ て い る 。 こ れは， 日 本
語 に 関す る 問題であ れば， 日 本語の授業内容 と は関係な く ， ア ポイ ン ト な し で相談で き る と い う シス テ
ム で ， 2008年度 も ， 小論文 の 練 習 ， 授業 レ ポ ー ト の添削， 進学 ・ 就職 に 関す る 日 本語 の 文 章 の チ ェ ッ
ク や面接の練習 ， 各種書類の 内容確認な ど， 多 岐 に わ た る 目 的で の 利用 があ っ た。
以下， 2008年度 の 「 日 本語相談」 の 実施状況 に つ い て報告す る 。
2 r 日 本語相談」 の概要
「 日 本語相談j の概要は次の通 り で あ る 。
1 ) 実施場所
留学生セ ン タ ー 1 階の談話室 に お い て 実施 し た。
2 ) 実施期 間及び実施 日 時
毎週水曜 日 の 昼休み12時か ら 13時 ま で の時間帯 を利用 し て実施 し た。 2008年度は， 前期 は2008年
5 月 7 日 か ら 7 月 23 日 ま で の全 1 2 回 ， 夏季休業期 間 中 は 7 月 30 日 ， 8 月 6 日 ， 27 日 ， 9 月 3 日 の全
4 回 ， 後期 は 1 0 月 22 日 か ら 冬季休業 を は さ ん で2009年 1 月 28 日 ま で の 全 1 3 回 ( 当 初 の予定で は 1 2
回で あ っ たが， 学生か ら の要望があ り ， 1 回多 く 実施) ， 1 年間 に 計29回実施 し た 。
3 ) 担 当 者
日 本語教育部門 の 教員 4 人 (加藤扶久美， 副 島健治， 漬 田 美和 ， 後藤寛樹) が， 1 回 ご と に交代 し
て相談 に あ た っ た。
3 r 日 本語相談」 の 実施状況
3.1  r 日 本語相 談」 の来談者
前期， 夏季休業期 間， 後期それぞれの来談者数 を ， 来談者の所属別 に 見 る と ， 表 1 の よ う に な る 。
表 ， 2008年度 「 日 本語相談」 来談者数 (単位 : 人)
前 期 9 。 16 3 2 。 30 
夏季休業期間 。 。 3 。 。 。 3 
後 期 15 1 。 18 9 1 44 
計 24 1 19 21 11 1 77 
* 人文 は人文学部 と 人文科学研究科， 人発は人開発達科学部， 経済は経済学部 と 経済学研究科， 理工は理学
部 と 工学部 と 理工学教育部， 留セ は留学生セ ン タ ー， 医薬は医学薬学教育部を示す。
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前期 は， 2007年度 ま で と 同様， 経済の 学生が多 い 。 こ れ は， r 日 本語相談j 内 で ， 大学院入試 の 小
論文科 目 の た め の 作文練習 ( 4 小論文 の 書 き 方 コ ー ス 参照) を 行 っ て お り ， 主 と し て経済学部 の研究
生が こ れ を 利用 し て い る こ と に よ る 。 後期 は， 人文， 理工， 留学生セ ン タ ー の 学生が多か っ た。 いずれ
も ， 1 0 月 に 来 日 し た ばか り の 短期留学生や研究生が主 に 利 用 し て い る 。 な お ， 後期 の杉谷地 区か ら の
相談者 1 人 は， 日 本語研修 コ ー ス の受講者で あ る 。
3.2 相談の 内 容
前期 ， 夏季休業期 間 ， 後期それぞれ の相談件数 を ， 相談 内容別 に 見 る と ， 表 2 の よ う に な る 。





































* 1人の 相談者 か ら 複数の相談を受 ける場合があるため， 来談者 数よ りも多くなっている。
前期 に は， 大学院入試科 目 「小論文J の練習 の た め に 書 い た作文の添削が最 も 多か っ た 。 後期 は， 日
本語の発音， 漢字， 文法， 会話等 に 関す る 質 問や練習 が最 も 多 く ， 続 い て ， 各種書類や掲示物 に書かれ
た 日 本語に 関す る 質 問やそれ ら の 手 続 き 方法 に 関す る 質 問 が多か っ た 。 い ずれ も 2007年度 ま で と 似 た
傾向 を 示 し て い る 。
4 小論文の書 き 方 コ ー ス
留学生セ ン タ ー で は， 留学生の 日 本語学習支援 の 一環 と し て 日 本語学習支援サイ ト RAICHO ( 日 本
語教育部門活動報告 2 日 本語学習支援サイ ト RAICHO を参照) を 開 設 し て い る が， こ のRAICHOサ
イ ト 内 に 「小論文 の 書 き 方 コ ー ス 」 と い う コ ン テ ン ツ を 設 け ， 大学院入学試験で の 小論文科 目 の た め の
必要な情報 を 掲載す る と と も に ， 実際 に 練習 を 重ね る た め の課題 も 提示 し て い る 。
こ の 「小論文 の 書 き 方 コ ー ス 」 を利用 す る 学生は， ま ず 「 日 本語相談」 に来て コ ー ス 登録 を し て ， 担
当 教員 と 相談の上， 各 自 に適 し た 内容， レベル の課題 を 決め る 。 そ し て ， 次 の週 ま で にそ の課題 を仕上
げて， r 日 本語相談」 の 時 間 に添削 ・ 指導 し て も ら う と い う 流れ に な っ て い る 。 2008年度は 3 人 の 学
生 ( いずれ も 経済学部研究生) が こ の コ ー ス に 登録 し て ， 課題 に取 り 組んだ。
5 担当教員 ミ ーテ イ ング
こ の 「 日 本語相談」 は， 前述 し た よ う に ， 日 本語教育部 門 の 教員 4 人が担 当 し て い る 。 開催 日 や 内容
の検討の た め に ， 担 当 教員 の ミ ー テ ィ ン グ を 開催 し た 。 2008年度 の ミ ー テ ィ ン グ は， 以下 の よ う に 実
施 し た。
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1 ) 第 1 回 ミ ー テ ィ ン グ
日 時 : 4 月 7 日 ( 月 ) 13時半~
場所 : 留学生iセ ン タ ー講師控え 室
内容 : 前期 の 日 程及び担 当 の 決定。 実施の た め の広報活動等 に つ い て検討。
2 ) 第 2 回 ミ ーテ ィ ン グ
日 時 : 6 月 27 日 (金) 1 6時~
場所 : 共通教育棟430教室
内容 : 夏季休業期 間 中 の 日 程及び担 当 の決定。 実施 の た め の広報活動等 に つ い て検討。
3 ) 第 3 回 ミ ー テ ィ ン グ
日 時 : 9 月 9 日 (火) 14時~
場所 : 共通教育棟405教室
内容 : 後期 の 日 程及び担 当 の決定。 実施 の た め の広報活動等 に つ い て検討。
6 おわ り に
2008年度で 6 年 目 と な っ た 「 日 本語相談」 だが， 2006年度 の 来談者は46人 (47件) ， 2007年度は
59人 (60件) ， 2008年度 は77人 (86件) と ， こ こ 数年， 来談者数， 相談件数 と も に 増加傾向 に あ り ，
「 日 本語相談」 は， 富山大学 に お け る 留学生へ の支援体制 の 1 っ と し て ， 重要な役割 を果たす よ う に な
っ て き て い る と 思われる 。 今後 も 引 き続き， 活発 に利用 さ れる よ う に ， 実施内容 を十分 に分析 し た上で，
広報活動や相談体制 の 在 り 方 に つ い て の検討 を続け， よ り 充実 し た も の へ と 発展 さ せて い き た い 。/ \ 
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